
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. はじめに 

2013年8月1日に設立された技術研究組合 国際

廃炉研究開発機構（IRID：International Research 

Institute for Nuclear Decommissioning）は、「廃

炉技術の基盤強化を視野に、当面の緊急課題である

福島第一原子力発電所の廃炉に向けた技術の研究

開発に全力を尽くす」ことを理念として研究開発を

展開してきており、2022年 11月 21日には「東双

みらいテクノロジー株式会社」が新たに組合員とな

り、19法人により運営している。 

本稿では、実施事業の中で、特に１・２号機にお

ける原子炉格納容器（ＰＣＶ）内部詳細調査に関す

る技術開発について紹介する。なお、これらの事業

は、経済産業省「廃炉・汚染水対策事業費補助金」

の一部として実施されたものが活用されている。 

 

2. 1号機におけるＰＣＶ内部詳細調査 

１号機用調査装置として6種類の装置を開発（表

１）し、2022年度に以下の詳細調査を実施した。 

・ペデスタル（鉄筋コンクリート製圧力容器支持構

造物）外の堆積物高さ・厚さ・中性子束・γ線量

率・３Ｄ点群データ等を取得。 

・ペデスタル外堆積物のサンプリング（図１） 

・ペデスタル内外の詳細目視情報取得 

特に目視情報より下記の点が明らかとなった 

①ペデスタル内側の壁面下部がほぼ全周にわた

って損傷し、配筋が露出している様子を確認。

配筋は、製造・据え付け時の状態が維持されて

いる模様。（図２） 

②ペデスタル内底部には、塊状・ガレキ状堆積物

があり、特に制御棒駆動装置（ＣＲＤ）ハウジ

ング以上の大きな構造物はなかった。（図３） 

③ペデスタル内上部では、ＣＲＤハウジング、Ｃ

ＲＤハウジングサポートが一部正規位置にな

い（下方へずれ、落下）。圧力容器底部に穴が開

いている可能性がある空間を確認。（図４） 

 

3. ２号機におけるＰＣＶ内部詳細調査 

２号機用調査装置として開発中の調査装置、試験

的取り出し装置の概要については、原子力年鑑

2023年版を参照されたい。現在、これらの装置は、

日本原子力研究開発機構楢葉遠隔技術開発センタ

ーにて、モックアップ試験等で開発装置の性能を検

証すると共に、操作員の訓練等を実施している。こ

れら一連の開発が終了次第、開発装置は福島第一原

子力発電所に運ばれ、調査作業に着手となる。 

 

4. 今後の進め方 

２号機用ＰＣＶ内部詳細調査の開発を確実なも

のとするために、モックアップ試験・操作員の訓練

等を引続き実施していく。今後も東京電力ホールデ

ィングス㈱をはじめとした関係各所と緊密な連携

を維持して安全かつ着実な技術開発を行っていく。 

（関  修） 

 

 

 

 

 

 

福島第一原子力発電所の廃炉に向けた国際廃炉研究 

開発機構（IRID）における原子炉格納容器内部詳細

調査に関する技術開発 



表１ １号機PCV内部詳細装置の概要 

 
 

 

 

：調査ポイント

図１ ペデスタル外のサンプリングポイントと採取サンプル
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図２ ペデスタル基礎部の状態（ペデスタル開口部から撮影した映像のパノラマ画像
画像処理：東京電力ホールディングス（株））



 

 

 

 

インナースカート

開口部

⑤

①
②

③④⑥

⑨

⑩
⑬

⑫

⑧

⑪

⑦

図３ ペデスタル内底部の状態
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